








【要約】愛育班活動の今後の発展拡充を図るために、サービスの受け手である地域住民の

愛育班活動に対する評価を把握し、生活着の視点に立った母子保健のニーズに応えていけ

るよう、今後の活動について検討を行った。資料は平成 5年度、地域住民の愛育班活動に

対する評価をみる目的で行った調査をもとに、この中の自由記載欄に寄せられた生の声を

整理し検討した。本調査では、6 割の住民がこの活動は地域に役だっていると回答し、7

割以上の住民がこの活動の今後の必要性を認めていた。しかし、活動方法などに、改善の

余地があることも指摘されていた。


